
第38回全日本少年サッカー大会山形県大会実施要項
１．主　　催　　公益財団法人日本サッカー協会／公益財団法人日本体育協会日本スポーツ少年団／読売新聞社
２．主　　管　　ＮＰＯ法人山形県サッカー協会／山形県サッカー協会４種委員会
３．後　　援　　日本テレビ放送網／報知新聞社／山形放送／山形県教育委員会／鶴岡市教育委員会
４．特別協賛　　仙台コカ･コーラボトリング／ＹＫＫ／花王
５．協　　賛　　日清オイリオグループ／日本マクドナルド／ゼビオ／ゆうちょ銀行/興和
６．期　　日　　平成２６年６月１４日（土）予選リーグ
　　　　　　　　　　　　　　　１５日（日）１次トーナメント
　　　　　　　　２８日（土）２次トーナメント
　　　　　　　　　　　　　　　２９日（日）決勝戦・３位決定戦
７．会　　場　　予選リーグ（１４日）      　　：庄内空港緩衝緑地多目的広場（天然芝２面）庄内町八幡スポーツ公園サッカー場（人工芝２面）
　　　　　　　　１次トーナメント（１５日）　　：同上
　　　　　　　　２次トーナメント（２８日）　　：鶴岡市小真木原陸上競技場（天然芝１面）
決勝・３位決定　（２９日）　　：同上
８．参加資格　　①「参加チーム」は公益財団法人日本サッカー協会第４種に加盟登録しスポーツ傷害保険に加入していること。
　　　　　　　　②「参加チーム」の構成は単一チームに限られ、年間を通じて継続的に活動していること。
　　　　　　　　③同一「参加選手」が異なる「加盟チーム」への移籍後、再び参加することはできない。
　　　　　　　　④「参加選手」は、公益財団法人日本サッカー協会の発行した「加盟チーム」の選手証
（写真貼付されたもの）を持参すること。
　　　　　　　　⑤引率指導者は「参加チーム」を掌握指導する責任ある指導者であること。また、内１名
以上が日本サッカー協会公認コーチ資格（Ｄ級コーチ以上）を有すること。
９．参加チーム及びその人数
　　　　　　　　①「加盟チーム」から複数チームの参加を認める。
この場合　・「参加チーム」の中に６年生を５名以上登録すること。
・引率指導者・帯同審判は重複してはならない。
・地区予選から県大会のメンバー再編成は認めない。
　　　　　　　　②「参加チーム」の構成は、選手１６名以内とし、最小エントリーは８名とする。
　　　　　　　　③「加盟チーム」内の地区予選から県大会のメンバー再編成は認めない。
10．試合方法　　①試合時間は前、後半とも２０分間とし、ハーフタイムのインターバルは１０分とする。
　　②２４チームを３チーム８ブロックに分け予選リーグ戦を行い、上位２チームがトーナメント
戦（１次トーナメント）へ進出するのもとする。
　　　予選リーグ戦の順位決定方法は、勝３点、引分１点、負０点とし、同点の場合は、得失点差、総得点、当該対戦、それでも同率の場合はＰＫ戦（３名）で決定する。
　　③トーナメント戦で規程の試合時間内に勝敗が決しない場合は、準決勝・３位決定戦までは
ＰＫ方式により勝者を決定する。決勝は前・後半５分ずつの延長戦を行い、なお決しない
場合はＰＫ方式により勝者を決定する。（ＰＫ戦は３名）
　　　　　　　　④暑熱下において、前・後半中程に飲水タイムを採用する。
　　　　　　　　⑤ベンチにはエントリーメンバーの他３名、ベンチサイドでの応援は禁止とする。
　　　　　　　　⑥ベンチはコートに向かって左が対戦表の左側のチームとする。
11．競技規則　　①公益財団法人日本サッカー協会「8人制ｻｯｶｰﾙｰﾙと審判法」の「8人制ｻｯｶｰﾙｰﾙ」による。
　　　　　　　　②グランドの広さは６８×５０ｍとし、ゴールは５×２．１５ｍ（少年用）を使用する。
　　　　　　　　③この大会の試合球は、大会本部で準備する。（アディダス　ブラズーカ　キッズ　Ｕ１２）
　　　　　　　　④テクニカルエリアを設ける。
12．競技者の数及び交代
　　　　　　　　①１チーム８人の競技者によって行われる。チームの競技者のうち１人はゴールキーパーとする。
　　　　　　　　②登録できる交代要員及び交代の最大人数は８名とし、交代して退いた競技者は交代要員となり、再び出場することができる。交代の回数は制限されない。
　　　　　　　　③ゴールキーパーは、事前に主審に通知した上で、試合の停止中に入れ替わることができる。
　　　　　　　　④試合中、不慮の事故等で選手が６名以下になった場合は試合中止（棄権）とする。
　　　　　　　　　※棄権とは、チームは負けとし、（０－５）とする。
13．競技者のユニホーム
　　　　　　　　①（公財）日本サッカー協会「ユニホーム規程」に従った正副のユニホームを用意すること。
　　　　　　　　②フィールドプレーヤーがゴールキーパーをする場合はビブス不可。セカンドユニホーム、
ゴールキーパーユニホームの順に着用すること。
14．警告・退場　①競技者が退場を命じられた場合は、その競技者のチームは交代要員の中から競技者を補充
することができる。主審は競技者が補充されようとしている間は、試合を停止する。
　　　　　　　　②本大会において退場を命じられた競技者は、本大会の次の1試合に出場できず、それ以降の
処置については本大会規律委員会で決定する。
　　　　　　　　③本大会の異なる試合において警告を２回受けた競技者は、本大会の次の１試合に出場できない。
　　　　　　　　④本大会の規律委員会の委員長は、山形県サッカー協会４種委員長が務める。委員については、委員長が決定する。
15．審 判 員　　各チーム帯同審判「３名その内１名は３級審判以上の資格を有する」の準備をすること。
16．組み合わせ　「別紙の通り」
17．上位大会への出場権
　　　　　　　　①優勝チームには第３８回全日本少年サッカー大会への出場権を与える。
　　　　　　　　②２位から４位までのチームには東北大会への出場権を与える。
18．参加申込　　①「参加チーム」は公益財団法人日本サッカー協会　WEB登録システムにて必要事項を入力し、また、「プログラム用エクセルフォーマット」に入力したものを下記申し込み先までメールにて2014年６月２日（月）１８：００までに参加申込手続きを行うこととする。
　　　　　　　　②傷病を理由とする参加選手の変更は認めることとし、監督会議にて申し出ること。参加選手数の追加は認められない。

19. 申 込 先　　鶴岡地区サッカー協会４種委員会事務局　阿部三成　【Eﾒｰﾙ:mittsu@kcf.biglobe.ne.jp】
20．参 加 費　　１チーム　１０，０００円（大会当日納入して下さい）
21．負傷者等に対しての対応と災害発生に対する措置について


①大会中における怪我等については各チームの責任に帰するものとする。


②各チームにおいて熱中症予防（対策）に努めて下さい。

③災害等が発生した場合は、各会場の災害対応マニュアルに従い避難する。


（サッカー競技規則2013/2014  P194～「サッカー活動中の落雷事故の防止についての指針」参照）
22．その他　　　①開会式は行わない。
　　　　　　　　②本大会の実施に関して、本大会要項に定めない事項や、本大会参加中、試合中に限らず、選手に対する著しい言動があった場合は、本部にて事実確認し何らかの処分の対象とする。
　　　　　　　　③監督会議は、６月１４日(土)１５日(日)については午前９時００分から本部にて行う。
６月２８日(土)は午後１時００分から、６月２９日(日)は午前１０時００分から本部にて行う。　

